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事業者概要
平成30年10月創業。滋賀県初の国産ブランド合鴨「近江
鴨」を自社一貫生産・販売。採卵・孵化～肥育～食肉加

ている。近江の地域と食人をつなぎ「特産品創出」の観
点から地域活性化に努める。食の安全はもちろん、おい
しさ＋aの新しい国産ブランド合鴨を生み出している。
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ロ 「近江鴨」のブランデrングと販売先を開拓したい I 
古来より滋賀県ではマガモを捕獲して食していたが、琵琶湖が禁猟区となり、天然のマガモはほとんど使わ
れなくなった。そのような中、食用として品種改良を行った 「合鴨」の肉質やおいしさを広めるべく、滋賀県に
馴染みが深く地元産である 「近江鴨」を滋賀県ブランドとして、同社のある高島市から発信することを目指し
た。しかし、販路開拓・ブランディングに関して知識がなく、その対応を模索していたところ、当拠点を紹介さ
れ相談に至った。

口 「マガモ」文化の滋賀県で、合鴨の認知・販路開拓が課題 I 
coは相談者とのI:::.アリングなどを通じて、滋賀県における「マガモ」と「合鴨」の状況について把握。これを踏
まえ、今回の商品である 「合鴨」に関して、その特徴（生産・加工方法、生産規模、優位性など）の整理を行い、
相談者との間で、 「近江鴨」としてのブランディングの確立を目標とすることを確認した。さらに販売先として
滋賀県内のホテル・旅館・飲食店などの販路開拓を課題とした。

匿＇

薗］販路開拓と
ーブランディング

営商談会実施と
にマスコミ活用

ブランディンク灌商談会、広報活動の3軸で推進 I 
県内の日本料理店から、琵琶湖八珍であるホンモロコの残りカスなどを譲り受け、合鴨の飼料の一部として
使用することなど、地域の特性を活かしたブランディング方策を提案。また、県内のホテルや飲食店などに
「合鴨」への関心を深めて頁うべく、相談者に積極的に食の商談会に参加し、新規の販路開拓に努めるよう促
した。さらに、生産·加工場の完成に際して、マスコミ向け施設見学会の開催を提案。

ロ ホテル・旅館・飲食店など119社の新規顧客と取引開始 I 
施設見学会の模様が、各種マスコミに大きく取り上げられ、ホテル・旅館・飲食店などより商談が殺到。令和3
年4月末の段階で73社、8月18日には119社と、新規顧客との取引が順調に推移した結果、売上の大幅アップ
を達成。今後は、ECサイトを通じて一般消費者へも販売を拡大し、県外の販路開拓にも取り組んでいく。

`[|
「近江鴨」のブランド周知にあたり、ブランディングと販促活動が大切だと感じながらも、
具体的な施策に悩んでいました。担当COと出会い、市場分析やプレスリリース、販路紹
介など適切なご指導をいただき、ブランド認知と販売拡大に大きく寄与していただきま
した。

胄マスコミ効果で
売上大幅アップ

獣害や気温差などの外的影響を受けにくい近江臆ウィンドレス鴨舎

最新設備の加工場で、 安心•安全•おいしい
近江鴨を作っています

支援のポイント

県内のホテルや飲食店などの関心度調査を
行い事業の可能性を把握した上で、各種支
援策を提案しました。特に、ブランディングの
ために琵琶湖八珍由来の餌を使うこと、「近
江鴨」の商標をロゴとして登録することにこだ
わりました。また、今回の目標はマスコミに取
り上げられなければ達成できないので、練リ
上げたプレスリリースの配信を行いました。

一
IHI 

�＿
 一

.＂． 

ロI子ども向けの金融教育事業の市場拡大を目指す I 
最初は相談者の子どもが通う学校で、変装の上ニックネームで、お金に関する授業をスタート。その取組は
9年閤継続した結果、地域の金融教育のパイオニアとして、進行役ナンシー・子どもたちの相談役キャサリン
として独自のスタイルで定着するに至った。 「生きる力」を育むことを目的に新学習指導要領に金融教育が加
えられた事を踏まえ、そのパイオニアとして市場形成に寄与すべく本格事業化を考えていたところ、伊丹商工
会議所と当拠点共催の出張相談会があり、相談に訪れた。

口| 9年間の授業継続の実績を強みとして発信する I 
現在の事業は「ファイナンシャルプランナーの知識を子どもが楽しめるスタイルで授業」、「公的機関での実
績」、 「コロナ対応可能なオンラインコンテンツの開発」など、これまでの活動実績を糧に、独自の強みを築い
ていることを把握。そこで、「ノウハウや実績を広めるための発信力の強化」、 「事業拡大に必要となる講師の
養成」、「講師の質や量に依存しない収益機会の創出」を課題とした。

ロ1 広報活動による発信力を強化して新規受注につなげる I 
情報発信力強化を最優先に提案。プレゼンテ ーション能力が高いことを踏まえ、ビジネスプラン発表会LED
関西への出場を支援した結果、ファイナリストに選ばれ関西での知名度が大きく向上するとともに、多くのサ
ポーターやメンターから支援を得られた。また、ウェブサイトを軸に発信力強化に取組んだ結果、公的機関と
のつながりができたほか、建設業界などの法人研修やマネックス証券や野村不動産との連携企画など公教
育以外の新たな分野の受注も得られた。
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霊嘉門場を 髯芯翌塁） 営発信力強化が

に生んだつながリ

1 公教育にととまらない学びの場を提供し亮上は約3倍に！ 1 
情報発信力の向上により、令和3年3月～7月の売上高は前年同期比3倍となる水準を達成。また、地元教育委
員会の委員に選出され、公教育分野での活動が活発化。他方、今後のビジネスチャンスとして、若手従業員向
け金融教育などの法人研修ニーズの拡大、ファイナンシャルプランナーなど金融教育の講師ができる人員の
ネットワ ーク化、出版やスマホアプリを活用したコンテンツの収益化などが見えてくるとともに、それぞれの
課題も出てきているところ。直近では、雑誌 「LEE」に記事が掲載されるなど、子育て蘭心層へ向けても着実な
広がりを見せている。

キャサリンとナンジ ー の
金融教育
e 西岡奈美（にしおかなみ） Cり 090-9690-2902

〇畷4-0851兵庫県伊丹市中央1-5-5ボンドノビル4F

事業者概要
平成29年1月創業。証券会社出身のファイナンシャ
ルプランナーである2名が行う子ども向けマネー教
育事業。「お金の教育を公教育にする」、「金融X教
育＝マネ育°」をビジョンに掲げ、公立の小中学校で
の単発授業、金融庁主催のセミナーなど300近い実
績を持つ。

企業内の社員研修
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マネックス証券主催のオンライン講座

支援のポイント

ビジネスの創造は初めての事業者でし
たが、迅速に進めていく行動力がありま
した。質のいい実績を積んでいたため、
小さな失敗は恐れずにチャレンジする
機会を多く持ってもらいました。新しいア
イデアの創出と致命的な失敗を避ける
ための助言を心がけています。

＼叩談
炉の I ェリック（担当coの愛称）は、こちらのまとまっていない考えやアイデアを現実化するためのビジネ
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スアイデアを豊富にもった3人目の仲間。「こんな私でもできるかしら」と悩むとき具体的方法を提

p コ 示してくださるごとで「私にもできるかも」と背中を押していただいています。
お金は

ありがとうの
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